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＜問題と解答例（５１点満点）＞ 

 
答えが数値の場合は分数または小数で表現すること． 

分数は約分し，簡単な数値にすること．少数は有効数
字３桁以内で表現すること．４桁目は四捨五入すること． 

問題１（３点×３＝９点） 

サイコロを投げたとき，偶数の目が出ることを事象Ａ，
３以上の目が出ることを事象Ｂとする． 
以下の確率を求めよ． 

𝑃 𝐴 , 𝑃 𝐵 , 𝑃(𝐴 ∩ 𝐵) 
 
＜解答例＞ 
事象Ａ： ２，４，６ 
事象Ｂ： ３，４，５，６ 
事象Ａ＆Ｂ： ４，６ 
これより， 

𝑃 𝐴 =
3

6
=
1

2
= 0.5, 𝑃 𝐵 =

4

6
=
2

3
= 0.667 

𝑃 𝐴 ∩ 𝐵 =
2

6
=
1

3
= 0.333 

問題２（３点×４＝１２点） 
 
確率密度関数𝑓(𝑥)が下図で与えられる確率分布に関し
て以下の問に答えよ． 
（１）𝑘を求めよ． 
（２）平均値𝜇を求めよ． 
（３）分散𝜎2を求めよ． 
（４）確率変数𝑥が0 ≤ 𝑥 ≤ 1の値を取る確率を求めよ． 
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＜解答例＞ 
（１）面積(𝑆)＝１より 

𝑆 =
1

2
4𝑘 = 1 → 𝑘 =
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（２）平均値 
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（３）分散 

𝜎2 =  𝑥 − 𝜇 2𝑓 𝑥 𝑑𝑥
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（４） 𝑥が0 ≤ 𝑥 ≤ 1の値を取る確率 

𝑃 0 ≤ 𝑥 ≤ 1 =  𝑓 𝑥 𝑑𝑥
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問題３（５点×２＝１０点） 

ある都市の１日の交通事故死亡者数が３日間で１，２，３人
だとする． 
（１）このような事象が起こる確率を求めよ． 
（２）死亡者数１人のほうが３人よりも確率が高い理由を説 
   明せよ． 
但し，死亡者数𝑥人に 
対する確率𝑓(𝑥)はポ 
アソン分布に従うもの 
とする．また，１日の 
平均死亡者数（期待 
値= 𝜃）は1人とする． 
確率𝑓(𝑥)の値は右の 
ポアソン分布のグラフ 
より求めること． 

𝑥 

𝜃 = 1 

𝜃 = 4 

𝜃 = 10 

ポアソン分布 
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＜解答例＞ 
（１）ポアソン分布で𝜃 = 1のグラフを利用して，𝑥 = 1, 2, 3
に対する確率𝑓(𝑥)を求める． 
 

𝑓 1 = 0.37, 𝑓 2 = 0.18, 𝑓 3 = 0.06 
 
これより， 
１日の交通事故死亡者数が１人である確率＝0.37 
同様に，２人である確率＝0.18，３人である確率＝0.06 
 
（２）死亡者数が１人のほうが３人よりも確率高い理由： 
問題の条件として，「１日の平均死亡者数（期待値= 𝜃）は
１人である」がある．これは，１日の死亡者数として１人が
最も起こりやすいことを意味している．死亡者数が増えれ
ば，その確率は減少する． 

問題４（１０点） 
ある客船の乗客について以下のことが分かっている． 
 日本人が６０％である． 
 日本人男性は３０％である． 
日本人の中で男性の割合（％）を求めよ． 
（条件付き確率の式より求めること） 
 
＜解答例＞ 
事象Ａ： 日本人である 
事象Ｂ：男性である 
与えられている条件：𝑃 𝐴 = 0.6, 𝑃 𝐴 ∩ 𝐵 = 0.3 
求めるもの：  

𝑃 𝐵 𝐴 =
𝑃(𝐴 ∩ 𝐵)

𝑃(𝐴)
=
0.3

0.6
=
1

2
= 0.5 

問題５（１０点） 
 

パン屋が３軒あり，売っている種類は以下の通りである． 
Ａ店 あんパン，メロンパン 
Ｂ店 クロワッサン，フランスパン，あんパン，ジャムパン 
Ｃ店 メロンパン，あんパン，クリームパン 
 

ある人があんパンを買ったとき，それをＢ店で買った確
率を求めよ．ベイズの定理を用いて計算すること． 
 
但し，３軒のパン屋が選ばれる確率は同じ（1/3）である．

また，１軒のパン屋の中である種類のパンが買われる
確率は同じである（例：３種類のパンを売っているパン屋
では，１種類のパンが買われる確率は1/3）． 

＜解答例＞ 
事象Ａ： Ａ店で買う 
事象Ｂ： Ｂ店で買う 
事象Ｃ： Ｃ店で買う 
事象Ｓ： あんパンを買う 
求めるもの 

𝑃 𝐵 𝑆 =
𝑃 𝑆 𝐵 𝑃(𝐵)

𝑃(𝑆)
 

=
𝑃 𝑆 𝐵 𝑃(𝐵)

𝑃 𝑆 𝐴 𝑃 𝐴 + 𝑃 𝑆 𝐵 𝑃 𝐵 + 𝑃 𝑆 𝐶 𝑃(𝐶)
 

上式に次の条件を代入する． 
𝑃 𝐴 = 𝑃 𝐵 = 𝑃 𝐶 = 1/3 

𝑃 𝑆 𝐴 = 1/2, 𝑃 𝑆 𝐵 = 1/4, 𝑃 𝑆 𝐶 = 1/3 
これらより， 

𝑃 𝐵 𝑆 = 3/13 


